
茨城町議選 

11月28日 告 示 

12月３日 投票 

 

 

看
護
師
３
８
年
、
介
護
福
祉
士
や
認
知
症

ケ
ア
専
門
士
の
経
験
を
い
か
し
て
、
町
政
に

挑
む
日
本
共
産
党
の
女
性
新
人
の
決
意
と

政
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（公
職
選
挙
法
に
よ
り

氏
名
や
顔
写
真
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
） 

女
性
新
人
の
決
意 

   

茨
城
町
で
日
本
共
産
党
議
員
が
初
当
選

し
た
の
は
４
８
年
前
。
毎
回
欠
か
さ
ず
議

会
質
問
に
立
ち
、
町
民
と
町
政
の
架
け
橋

と
し
て
働
い
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
私
が

そ
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
働
き
た
い
と
決

意
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

患
者
・家
族
を
支
え
る
医
療 

  

私
は
「
人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
」

と
３
８
年
間
、
医
療
・
介
護
の
現
場
で
働

い
て
き
ま
し
た
。
原
点
は｢

一
人
は
万
人
の

た
め
に
、
万
人
は
一
人
の
た
め
に｣

と
い
う

言
葉
で
す
。
初
め
て
勤
め
た
病
院
で
は
、

末
期
が
ん
の
若
い
母
親
の
手
を
握
り
励
ま

す
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た

｢

家
に
帰
り
た
い｣

と
訴
え
る
患
者
さ
ん

に
、
在
宅
看
護
が
十
分
で
な
い
た
め
願
い

を
か
な
え
ら
れ
な
い
事
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 介

護
、
認
知
症
も
っ
と
支
援 

  

母
の
介
護
や
訪
問
看
護
で
も
認
知
症
患
者

や
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
不
十
分
さ
を
痛

感
す
る
毎
日
で
し
た
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
「
命
を
救
い
願
い
を
か
な

え
る
た
め
医
療
の
充
実
を
。
そ
の
た
め
に

政
治
を
変
え
な
け
れ
ば
」
と
強
く
思
い
続

け
て
き
ま
し
た
。 

 

戦
争
ス
ト
ッ
プ
！ 

平
和
を 

  
私
は
医
療
や
社
会
保
障
の
予
算
を
削
り
、

命
を
奪
う
軍
事
費
を
増
や
す
岸
田
政
権
を

許
せ
ま
せ
ん
。 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
の
悲
劇
を
一
日
も

早
く
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
、
世
界
が
連
帯

す
る
と
き
で
す
。
大
軍
拡･

大
増
税
は
や
め

て
、
日
本
は
憲
法
９
条
を
い
か
し
て
平
和

外
交
を
広
げ
る
べ
き
で
す
。 

 

子
育
て
も 

仕
事
も 

老
後
も 

  

私
に
は
２
か
月
に
な
る
孫
が
い
ま
す
。

町
独
自
の
祝
い
金
は
２
万
円
で
す
が
、
お

む
つ
や
ミ
ル
ク
な
ど
出
費
も
多
く
、
精
神

的
な
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で
す
。
学
校
給
食

や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
無
料
化
な
ど
、
切
れ
目

の
な
い
子
育
て
支
援
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
台
数
が
少
な
く

土･

日
は
使
え
ず
、
水
戸
市
に
は
行
け
ま
せ

ん
。
も
っ
と
病
院
や
買
い
物
、
外
出
に
利

用
し
や
す
い
よ
う
改
善
を
求
め
ま
す
。 

 

原
発
と
め
て
安
全
な
未
来
を 

  

そ
し
て
、
東
海
第
２
原
発
を
再
稼
働
さ

せ
ず
廃
炉
に
し
た
い
。
日
本
共
産
党
へ
の

内
部
告
発
で
防
潮
堤
の
不
備
が
見
つ
か
っ

た
危
険
な
原
発
で
す
。
力
を
合
わ
せ
て
と

め
ま
し
ょ
う
。 

 

私
は 

「
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
に
な
れ

る
町
、
お
年
寄
り
が
安
心
で
き
る
町
、

若
者
が
未
来
を
語
れ
る
町
」を
め
ざ
し

全
力
を
つ
く
し
ま
す
。 

 

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

2023年11月28日 

第150号 
 

   看護師３８年 町政にいどみます 

  ２期８年間、町議として大変お世話

になりました。私に代わり、女性新人に

大切な役割を引き継がせてください。 

どうかご支援をお願いいたします。  

暮らしやすい町をつくりましょう。  川澄敬子 町議 

  岸田政権が暮らしや平和をおびかす 

 政治をすすめているなか、住民の福祉  

 と命を守る自治体の役割はいっそう大 

  切です。ぶれずにがんばる日本共産党を

伸ばしてください。     磯部光雄 元町議 

 女性新人と同じ職場で働きました。

彼女は退職後も身寄りのないお年寄り

を支援し、困難を抱える人の悩みや 

福祉制度改善の必要性を自分の肌で感

じている人です。  元同僚看護師 Ｍさん (大戸在住） 

 子育て・若い世代に寄り添う町政

をめざし、｢東海第二原発再稼働ス

トップ」の声を届ける女性新人に 

期待します。一人ひとりが大切にさ

れる社会を願います。  荻谷祥子さん (下雨ケ谷在住） 



 

ガザへの攻撃・大量虐殺をやめさせよう  

 

 学校給食・スクールバス無料化をめざします 
   「義務教育の完全無償化」は憲法の定めです。日本共産党は大学など高等教育も無償化をめざします。 

 

切れ目のない子育て支援・教育充実をすすめます 
   妊娠・出産・育児の不安に寄り添う支援をすすめます。自己肯定感を育む多様な学びを保障します。 

 

 国保税・介護保険料を引き下げます 
      税や保険料の値上げ条例に反対を貫いてきたのは日本共産党だけです。負担増ストップに力尽くします。 

 

高齢者の安心をひろげます 
   デマンドタクシーの土・日運行や水戸市乗り入れなど拡充します。補聴器の購入補助をめざします。 

 

 東海第二原発の“廃炉”を求めます 
   再稼働の前提となる津波対策・防潮堤工事に「施工不良」があることを日本共産党が告発。工事は中断しています。 

 

 大軍拡・大増税NO！ 反戦・平和をつらぬきます 
   武力で平和はつくれません。戦争をやめるには平和外交しかありません。憲法９条を守ります。 

 

■ 物価高騰 - 消費税減税こそ 

 ガソリンから食料品まで何もかも値上

げ―これでは暮らしていけません。しか

し、政府の有効な手だてはなし。所得税

減税や１回限りの給付金より、消費税を

減税して国民生活を支えるべきです。 

■ 国民の「声」を聞け！ 

 「関係者の理解なしにはいかなる処分

も行わない」という漁業者との約束を

破った原発処理水の海洋放出をやめさせ

ましょう。また、トラブル続出の「マイ

ナ保険証」は押し付けを撤回し、これま

での保険証の継続を求めます。 

■ 軍備より社会保障に予算を 

 岸田政権は、敵基地攻撃ミサイルの配

備や基地強化を進め、その財源に医療・

年金の積立金や大震災の復興税を流用。

新たな増税までもくろんでいます。 

 「暮らしも平和もこわす軍拡大増税は

やめよ」と声を上げましょう。 

■ ロシア・中国の干渉はねのけ  

 日本共産党は、悪政にキッパリ対決し

て解決策を提案し、要求や政策の一致点

で幅広い団体・政党・個人と共同して政

治を変えていきます。 

 かつて、ロシアや中国の共産党が、日

本共産党を自分たちに従わせよ 

うとしてきたときも、干渉をは 

ねのけ独自路線を貫きました。 

 ご一緒に「まともな政治」を 

つくっていきましょう。 日本共産党の 
ホームページ 


